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（医学英語Ⅲ） 

Ⅰ．倫理観とプロフェッショナリズム 

千葉大学医学部学生は，卒業時に 

 責任をもって医学・医療を実践するために以下の行動ができる。 

2 倫理的問題を理解し、倫理的原則に基づいて行動できる。 

・臨床推論，チーム学習に必要な倫理を理解することができる。 

Ｄ 

基盤となる態度・スキルを示せる

ことが単位認定の要件である 

8 自らのキャリアをデザインし、自己主導型学習により常に自己の向

上を図ることができる。 

・授業における課題，e-learningを活用し反復学習ができる。 

Ⅱ．コミュニケーション 

千葉大学医学部学生は，卒業時に 

 良好な人間関係を構築し、情報を適切に取り扱い、わかりやすく伝えるために、以下の行動ができる。 

1 個人、文化、社会的背景を踏まえて傾聴し、共感、理解、支持的態

度を示し、信頼関係を築くことができる。 

・医療面接・臨床推論に有効な英語コミュニケーションを理解し模

擬患者等に対し実践できる。 

Ｄ 

基盤となる態度・スキルを示せる

ことが単位認定の要件である 

2 他者やそれを取り巻く状況に配慮しながら、適切な方法で、必要な

情報収集や情報伝達を行うことができる。 

・医療面接・臨床推論に有効な英語コミュニケーションを理解し模

擬患者等に対し実践できる。 
Ｃ 

3 様々なメディアを活用して適切に情報を収集し、吟味し、発信する

ことができる。 

・模擬患者等に対し英語により主要な病歴を聴取，臨床推論を実践

し，簡単な診療録を作成できる。 

Ⅳ．診療の実践 

千葉大学医学部学生は，卒業時に 

 患者・生活者を尊重し、安全で質の高い診療を実施するために、以下のことが適切に実施できる。 

8 医療文書を作成できる。 

・模擬患者等に対し英語により主要な病歴を聴取，臨床推論を実践

し，簡単な診療録を作成できる。 

Ｅ 

基盤となる態度・スキルを示せる

ことが単位認定の要件である 

Ⅵ．科学的探求 

千葉大学医学部学生は，卒業時に 

 常に探究心を持ち、未知・未解決の科学的問題の解決に向けて、以下のことができる。  



１ 医学的発見の基礎となる科学的理論と方法論を理解できる。 

・臨床推論に必要な知識を英語医学文書から入手・理解し理解・実

践する。 

Ｄ 

基盤となる態度・スキルを示せる

ことが単位認定の要件である 

 


